
下水道事業会計
の

財政公表

収支差し引き　583,594

収入
1,400,529

一般会計から
874,000

その他の収入
226,617

下水道収入
299,912

施設管理費
121,365 その他の支出

179,922

減価償却費
491,492職員給与費

24,156

816,935
支出

　
下
水
道
事
業
で
は
、
汚
水
を
適
切
に
処
理
し
、
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水

災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
使
用
料
や
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
、

下
水
道
や
浄
化
槽
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
下
水
道
事
業
の
平
成
28
年
度
上
半
期
に
お
け

る
経
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
排
出
す
る
汚
水
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
主
に
市
街
地
（
下
水
道
管

調
整
区
域
）
で
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

（
し
尿
や
生
活

排
水
を
流
す
下
水
道
管
）
や
終
末
処
理
場

『
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
』
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
雨
水
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

雨
水
管
渠
（
雨
水
を
流
す
下
水
道
管
）
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
公
共

下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
を
整
備
す
る
以

外
の
地
域
を
対
象
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
応
じ
て
、
各
家
庭
に
浄
化
槽
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

水
洗
化
率
は
増
加
、

浄
化
槽
設
置
基
数

は
増
減
な
し

平成28年９月末時点における公共下水道の整備状況

区　　分 平成28年
３月末

平成28年
９月末

平成28年度
上半期増減

水洗化人口 41,110人 41,389人 279人

水洗化率 86.6％ 87.2％ 0.6％
※�水洗化人口は下水道計画区域内の水洗化人口、水洗化率は当該数値を平成28年３
月末時点の供用開始人口（47,483人）で除した数値です。

平成28年９月末時点における浄化槽の設置基数

区　　分 平成28年
３月末

平成28年
９月末

平成28年度
上半期増減

設置基数 66基 66基 0基
※�設置基数には、個別排水処理施設事業開始以前に利用者が設置し、事業開始後に
市が受贈したものを含みます。

平成28年度上半期の損益
（単位：千円）

平
成
28
年
度
上
半
期
の

純
利
益
は
約
５
億
８
千
万
円

概況

経理

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

■�下水道収入：利用者からの使用料
■�一般会計から：一定のルールに基づい
て一般会計から下水道事業に支出され
る繰入金
■�その他の収入：資産の取得に用いた補
助金などを、減価償却に伴って収益と
して計上したお金

■�施設管理費：下水道管や若山浄化セン
ターの維持経費

■�職員給与費：職員の人件費
■�減価償却費：長期間使用する資産の取
得費を使用期間中の費用として計上し
たお金など

■�その他の支出：過去の借金の利息など

4� 下水道事業会計の財政公表


